
ミ
ニ
コ
ミ
紙
編
集
委
員
が 

一
部
改
選
さ
れ
ま
し
た 

築
地
外
国
人
居
留
地
に
あ
る 

史
跡
を
巡
る
散
歩 

(

そ
の
１
） 

国
会
議
事
堂
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か 

東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク 
フ
ラ
ッ
グ
ツ
ア
ー
へ
の
参
加 

 
 
 
 
 

 

三
宿
中
学
校
校
長  

牧
野 

英
一 茶沢通りでパレード 

    

 

四
月
二
十
三
日
の
日
曜
日
に
、
三
軒
茶
屋
ふ
れ

あ
い
広
場
で
、
東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
フ
ラ
ッ
グ
ツ
ア
ー
の

セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

フ
ラ
ッ
グ
ツ
ア
ー
と
は
、
リ
オ
か
ら
引
き
継
い

だ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
フ
ラ
ッ
グ

（
レ
プ
リ
カ
）
が
、
都
内
六
十
二
区
市
町
村
及
び

被
災
地
を
皮
切
り
に
、
全
国
を
巡
回
す
る
こ
と
に

よ
り
、
オ
ー
ル
日
本
で
の
気
運
を
醸
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。 

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
保
坂
区
長
、
世
田
谷
区
議

会
議
員
に
続
き
、
三
宿
中
学
校
・
駒
留
中
学
校
の

生
徒
会
役
員
が
、
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
新
体
操
日

本
代
表
の
畠
山
選
手
か
ら
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
旗
を
受
け
取
り
、
そ
の
後
、
一

緒
に
茶
沢
通
り
を
パ
レ
ー
ド
で
行
進
し
ま
し
た
。 

 

様
々
な
分
野
で
、
地
域
の
中
学
生
が
活
躍
し
て

い
ま
す
。 

             

国
会
議
事
堂
は
、
ど
な
た
で
も
見
学
で
き
る
の
を

ご
存
知
で
す
か
？
衆
議
院
な
ら
、
平
日
に
限
ら
ず
、

土
日
祝
日
で
も
可
能
で
す
。
九
人
以
下
な
ら
事
前
予

約
も
要
り
ま
せ
ん
。 

国
会
議
事
堂
は
昭
和
十
一
年
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

左
右
対
称
。
正
面
に
向
か
い
左
が
衆
議
院
、
右
が
参

議
院
で
す
。
外
装
は

花
崗
岩
の
石
積
み

で
、
重
厚
感
が
有
り

ま
す
。 

本
会
議
場
に
足

を
踏
み
入
れ
る
と

普
段
、
テ
レ
ビ
な
ど

で
し
か
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
、
議
員
の
や
り
と
り

の
様
子
に
親
近
感
が
沸
き
、
こ
こ
で
様
々
な
法
律
が

作
ら
れ
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。 

天
皇
陛
下
が
開
会
式
の
日
、
到
着
な
さ
る
と
お
入

り
に
な
る
部
屋
が
御
休
所
で
す
。
造
作
は
総
檜
造
り
、

本
漆
仕
上
げ
。
床
に
は
絹
緞
通
が
敷
か
れ
て
い
ま
す
。

扉
に
は
高
蒔
絵
に
螺
鈿
が
ち
り
ば
め
ら
れ
、
ド
ア
ノ

ブ
は
金
メ
ッ
キ
仕
上
げ
で
す
。 

 

中
央
広
間
は
二
階
か
ら
六
階
ま
で
の
吹
き
抜
け
で

天
井
と
窓
に
は
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
。
天
気
の
良
い

日
は
光
が
差
し
込
み
ま
す
。
ま
た
、
四
つ
あ
る
台
座

に
三
体
の
銅
像
が
あ
り
ま
す
。
板
垣
退
助
、
大
隈
重

信
、
伊
藤
博
文
の
立
像
で
す
。
一
つ
空
き
が
あ
る
の

は
四
人
目
の
優
秀
な
政
治
家
を
待
っ
て
い
る
、
政
治

に
完
成
は
な
い
未
完
の
象
徴
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

珊
瑚
石
灰
石
で
出
来
た
壁
に
は
巻
貝
の
化
石
も
。 

 

食
堂
も
あ
り
見
学
者
も
食
事
を
と
れ
ま
す
し
、
お

土
産
を
買
う
こ
と
も
出
来
ま
す
。
晋
ち
ゃ
ん
の
び
っ

く
り
饅
頭
や
ト
ラ
ン
プ
ク
ッ
キ
ー
、
国
会
お
こ
し
等

の
お
菓
子
、
国
会
議
事
堂
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
水
、
議
事

堂
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
、
辛
党
に
は
衆
議
院
と
い

う
名
の
お
酒
な
ど
色
々
あ
り
ま
す
。 

堅
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

一
度
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
ミ
ニ
コ
ミ 

Ｗ
・
Ｓ
）

 

 

    

築
地
に
は
江
戸
時
代
末
期
、
外
国
人
居
留
地
が
あ

り
、
異
国
の
文
化
が
日
本
の
近
代
化
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
ん
な
築
地
を
散
歩
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
都
営
大
江
戸
線
築
地
市
場
駅
で
降
り
、

Ａ
１
出
口
か
ら
右
の
市
場
方
面
に
歩
を
進
め
、
築
地

四
丁
目
の
交
差
点
を
渡
り
、
そ
の
先
に
建
っ
て
い
る

の
が
築
地
本
願
寺
で
す
。
築
地
本
願
寺
は
何
度
も
焼

失
し
て
い
ま
す
が
、
今
の
建
物
は
関
東
大
震
災
で
焼

失
後
、
再
建
さ
れ
た
も
の
で
す
。
外
観
は
イ
ン
ド
様

式
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
内
部
は
荘
厳
な
造
り
に
な

っ
て
お
り
、
背
面
に
は
寺
院
に
は
め
ず
ら
し
く
、
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
願
寺
を

出
て
、
右
に
行
き
、
交
差
点
を
右
に
折
れ
て
、
本
願

寺
を
巻
く
よ
う
に
歩
き
、
次
の
信
号
を
渡
っ
て
左
に

行
き
ま
す
。
次
の
信
号
を
渡
っ
た
角
に
、
文
豪
の
芥

川
龍
之
介
の
生
誕
の
地
の
碑
が
あ
り
ま
す
。
龍
之
介

は
こ
こ
で
生
を
受
け
、
わ
ず
か
七
か
月
で
家
庭
の
事

情
も
あ
り
、
母
の
長
兄
芥
川
に
引
き
取
ら
れ
、
芥
川

の
養
子
に
な
っ
て
い
ま
す
。
文
豪
の
境
遇
を
知
る
史

跡
で
す
。
そ
の
奥
に
は
忠
臣
蔵
で
有
名
な
浅
野
内
匠

頭
屋
敷
跡
の
碑
も
あ
り
ま
す
。
聖
路
加
病
院
一
帯
が

そ
の
当
時
屋
敷
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
信
号
ま
で
戻
り
、

左
に
折
れ
る
と
、
左
手
に
「
女
子
学
院
の
発
祥
の
地
」

の
碑
が
あ
り
ま
す
。
次
の
信
号
の
手
前
の
病
院
の
遊

歩
道
の
中
に
、
「
立
教
学
院
（
現
立
教
大
学
の
前
身
）

の
発
祥
の
地
」
の
石
碑
も
あ
り
ま
す
。
信
号
を
右
に

渡
っ
た
先
に
は
「
日
本
近
代
文
化
事
始
の
地
」
と
い

う
説
明
板
が
あ
り
、
そ
ば
に
は
二
つ
の
碑
が
建
っ
て

い
ま
す
。
手
前
が
「
慶
応

義
塾
発
祥
の
地
」
の
碑
、

右
奥
に
あ
る
の
が
、
「
蘭

学
の
泉
は
こ
こ
に
」
の
碑

で
す
。
幕
末
の
頃
は
、
こ

の
一
帯
は
豊
前
中
津
藩
の

屋
敷
が
あ
っ
た
場
所
で
、

中
津
藩
士
の
福
沢
諭
吉
が
、

こ
の
地
で
蘭
学
塾
を
開
い

た
の
が
始
ま
り
で
、
慶
応

四
年
に
芝
に
塾
を
移
し
、

時
の
年
号
を
取
り
、
「
慶

応
義
塾
」
と
名
付
け
た
と

い
う
話
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
く
中
津
藩
医
で

蘭
学
者
の
前
野
良
沢
と
杉
田
玄
白
が
オ
ラ
ン
ダ
の
解

剖
書
を
初
め
て
読
ん
だ
場
所
で
、
後
に
二
人
は
「
解

体
新
書
」
を
著
し
、
杉
田
玄
白
が
そ
の
苦
労
話
を
書

い
た
の
が
、
「
蘭
学
事
始
」
で
す
。
そ
の
由
縁
か
ら

蘭
学
の
泉
の
碑
が
建
て
ら
れ
た
と
の
事
で
す
。 

 

（
次
号
に
続
く
） 

 
 
 

（
ミ
ニ
コ
ミ 

Ｓ
・
Ｕ
）

 

                        
 

 

退
任 

 

太
子
堂
二
丁
目
大
塚
町
会 

 
 

岩
﨑 

光
任 

太
子
堂
下
の
谷
町
会 

 
 
 
 

中
野 

繁
子 

太
子
堂
下
の
谷
町
会 

 
 
 
 

新
井 

美
代
子 

長
期
間
に
亘
り
お
疲
れ
様
で
し
た 

 新
任 

 
 
 

太
子
堂
二
丁
目
大
塚
町
会 

 
 

西
村 

進 

太
子
堂
下
の
谷
町
会 

 
 
 
 

樋
田 

貫
次 

他
の
委
員
は
再
任
さ
れ
ま
し
た 

今
後
二
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す 

（２面） 

行事報告・予定 

<行事報告＞ 
03月30日 歩こう会(ふれあい広場～明治神宮)（22名参加) 

06月04日 春の古着・古布回収事業（7,170㎏回収） 

07月01日 ふれあいボウリング大会 ｵｰｸﾗﾎﾞｳﾙ(72名参加) 

 

<行事予定＞ 
07月22日～翌朝 太子堂ｻﾊﾞｲﾊﾞﾙｷｬﾝﾌﾟ（太子堂小学校） 
08月01日 太子堂物語上映会 ２回（出張所活動フロア） 

08月26日 太子堂ふれあいまつり（太子堂小学校） 

9月16日 太子堂中学校防災訓練（Ｄ級ポンプ講習） 

10月07日、08日太子堂八幡神社 祭礼 


